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能率

能力を身に付けるための学習
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災害安全教育 ＞＞ 災害安全学習・災害安全指導 
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３ 地域の特性を踏まえた災害安全教育の展開 

 

(1) 指導の必要性 

   児童生徒等の身近な地域の特性を踏まえた災害安全教育は、学校で学んだこ

とが、直接的にその地域で発生しやすい災害に対する避難行動等に活用される

実践的な教育特性をもつ。また、児童生徒等にとって身近な題材であることか

ら、理解が深まりやすく、他の災害について学習する際にも、対比した学習効

果が期待できる。その地域で過去に発生した災害を取り上げたり、地域のハザ

ードマップを活用したりして、児童生徒等の生活に根ざした指導をすることが

大切である。 

(2) 指導の視点 

   児童生徒等が自分たちの住んでいる地域の地形や自然環境、社会環境、防災

対策等を知ることが大切である。その際、災害安全学習同様、災害による被害

の指導についてだけにとどまらず、自然の脅威と向き合いつつ、自然の恩恵を

受けて生活しているという、人間と自然との関わりについても指導することが

大切である。そうすることで、自然を大切にし、その自然とうまく付き合うと

いう心をもち、自然の脅威から自分たちの生命を守るという姿勢がはぐくまれ

ていくと考えられる。 

(3) 指導上の留意点 

  ア 過去の災害を取り扱う際には、単にその被害の指導のみにとどまらず、そ

の災害を教訓とした現在に伝わる地域の工夫（先人の知恵）についても取り

上げる。 

  イ ハザードマップを活用する際は、あくまでも目安であることを伝え、ハザ

ードマップの記載を超えることも起こりうることを指導する。併せて、災害

発生時には、状況を見て判断することの大切さについても指導し、想定を絶

対的なものとして過信しないよう指導する。 

(4) 指導の実際 

   京都府内で発生した過去の災害をもとに、学校の所在する地域での実践指導

例を示す。 

  ア 都市部におけるゲリラ豪雨災害についての指導例 

  イ 過去の大規模水害についての指導例 

  ウ 過去の大規模地震についての指導例 

  エ 沿岸部における津波についての指導例 
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